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商品としての生絲の性質

石川久

蝕に所謂生糸の性質とは商昂とV・ふ立蜴から槻察して、主としてその締憐的な性質を闇題にする。

　　　　　　　　　　　　　　第一節　生糸は粗工業晶なり

　粗工業に依つて生旋された物を粗工業品と便宜一ヒ呼ぶことにする。さて然らば粗工業とは如何なる

工業なるか、粗工業とは『資本家と勢働潜と企業者と維螢者との分化を有するも、その製品を分析す
　　　　　　　　　　　　　’ると大牛が、原料代と勢銀とからなり、岡定費本や技術の代償は甚だ少V嘘の工業である』（瀧一）

　粗工業中繊維工業に鵬する物を蜘ヂて、製品原便中に占むる原料費（原料代のf駒）を次表に比較す

べし。

　原便計算（註二）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　工費率　　　　原料費雍　　　　　　計

　　　　　　毛糸　15　85　100　　　　　　‘ヒ　　　　　　　　　　糸　　　　　　　　　　　　22　　　　　　　　　　　78　　　　　　　　　　　　100

　　　　　　瞭出　　　　　　　　　糸　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　　76　　　　　　　　　　　1eo

　　　　　　絹紡糸　　46　　54　　100
　　　　　　人絹　67　33

ユeo

　生糸は原料費が製「吊原便の七割八分にも當り、粗工業品中にても原料費の多いものであることを知

る。工費少なく原料費の多い工業を粗工業或は低度工業と去ひ之と反劃の工業を高度工業といふ。日

本には粗工業が大部分で高度工業は極く少い（山葉のピアノ位だといふ薪あり）。上蜴の表にて明か
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なる如く、人絹が最も高度化されたもので相樹的に人絹工業は繊維工業中の高度工業なりと去ひ得ら

れる。

　以上で粗工業1吊の如何なるものなりやを知り得たから以下順次生糸の性質を究めやうと思ふ。

　粗工業品は共の多くが農業的、原始的の物である。用途から見れば原料となるものが多い。生糸は

農業的、原始的色彩を多分に持ち織物其他の原料となる。生糸は生塵の紳縮性灘弱にして、從つて市

便の統制力に歓けてゐる。之に就ては他の節にて詳読する。

　製糸業は既述の如く原料費が多く工費が少いから機械の慮用範團が狭い、之が製糸業の機械化を妨

げた一・原因である。その槻械だるや敢へて機械といはすして、器械といふ庭に製糸器械の非機械性が

ある。製糸工業は工場乎工業である。（註三）生糸の生産は人格的にprofessionfL1にやる庭のもの

であつて、原偵的に機械的に1）usiness　basisでやる庭のものではない。（註四）この意味に於て生糸

は溜工業「吊中手工業品なりと云ひ得られる。其の盤産には高度機械の慮用、大景生漆從而標準化等が’

不司能である。從つて生糸は代替性に献けてゐる。之に就ても節を改めて説くことにする。製糸工業

に於ては上蓮の如く勢働の生産性の塘大並に勢働の強化をなす乎段を施すに高度工業よりli麟1塗であ

る。縦而生塵費が割高となる。

　生糸はその生産に自然的制限を受けるから生産の自山性が薄弱である。

　生糸の市偵の動揺は鏡脅的である。之は多くの麹工業品の通有性ではあるが、生糸はその市償の統

制力に歓けてゐるが爲めである。一度市慣低落に向ふや急韓直下する蠣合が多い。然るに多くの高度

工業品は了1す債の低落の歩みは誠に逓鈍である。而して粗工業品と高度工業品とでは所謂鋳伏債格を県

するのである。

　最後に述べんとすることは生糸は粗工業品としてその生産者にとりては，不利釜なる虞の市債経濟

の上に立ち、生糸の市債は需要者に依つて決定或は左右される事實である。生産者にとり劉のよい、

少くとも安全なる工業はその製品市慣を生産者自身が決定或は左右する庭の原債維濟の上に立つもの

でなくてはならない。日本の生糸は日本に於で世界産額の六割五分も藤し殆んど自然的猫占品なるに

も拘らす、日本に於てその市債を決定し左右する力がなく、需要國たる米國に之等の實樺があるので

ある。勝田貞次氏が『藩し低度工業が世界市笏を相手とするならば、世界市傷から統制され世界市傷

から搾取されるであらう（中略）日本の生糸が現にそうした地位に置かれてゐるではなV・か』（討五）と

申されてゐるのは此の憲味である。（参考書一）

　　　（隷1三一）　改造肚　紹濟雄登集四十二巻　勝田貞次氏　臼木の産業と企業　P・217

　　　（融二）　昭和六年三月十九日　中外商業新聞班載

　　　（註）　非上鎧三氏　製糸工業に於ける灘業革命　1）．145－一‘1d6

　　　（融四）　改邉職　組瀦i畢盃集　四十一巻　現代日ホ紹濟の研究（上）　勝田貞次氏　日本の貝季界整理　1》．87

　　　（融五）　改逡祉　輝濟壌全集　四十二巻　勝田貞次氏　日本の産業と企業　P．219

　　　（塗考書一）　田rl墓貢氏｝繭生糸の1陪來　1）・16庄　　　」

　　　　　　　　　　　　第二節　　生糸は織物緻維の高級品なの

　四大繊維の織物として酒費さる工総量を100とすると、生糸はその中1にも満たない僅少の生塵で

あるh即ち稀少である。銘糸が高便なるは稀少性にも國るなるべし。故に徒に多塵の政策は不可なり

と唱へる者もある（例へば阿部嘉薩氏が氏の著書、本邦人絹工業の將來43頁に方隼てレーヨンの代替性

向上に件つて、天絹の需要が1脛減されるだけ、つまりそれだけつつ天絹の貴重さを減じて行くもので

ある。弧いてこの貴重さを保持せんとするにはその供給量帥ち生旗を減する外はない、蝕に本郷歓糸

業特來の噛みがある、と読かれてゐる。）
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　生糸ば古代から貴重品としてその使用は一部上流階級にのみ限られてゐ掩。この歴史的事實な

Caesar（100－44　B．　C．）の瞬謹はローvの貴族にのみ限つて用ゐられ湘ので、當蒔の値が絹と金と同量

で費買されたこと、我國にても宮中に於て布鵠を遭るのみに生糸が用ゐられたこと等を列示し得られ

為。（註『）術この事は服飾史の物語る虞である。（参考書一）日本にその例をとると古代から階級によ

つて衣服の形式．生地b色合等が巌格に規定され明治尉ll新の頃まで績いてゐる。斯る時代に於ては生

糸は勿論上流の一一部階級にのみ使用されてゐた。外國にも蜥る例があつ海（滲考書二）現代になつて

斯る制限が撤慶されてその使用偉全く肉由であるけれども’高債なるが故に、矢張上う郁皆級の使用に極

隈される傾「司があるo

　米圓に於て1864年より絹物tc六割の高卒な從債楡入關税を課することになり、その課税理由として

Luxury　YRi－｛多温であるからだとされてゐる。（註二）然乍米國が経潴ド1勺に世界に優位を占むるに至つて

以來國民の購買力頓に塘大して荷ゆる階級を通じて必需品として酒費さる瓦に至つた。li’T．川1專士も「生

糸は既に碧移品より出でて必需晶たる域に入らんとするに至れり』（註三）と申されたcR・（〕・　IPtawlley

氏も同様に云ふてゐる。（註四）

　必需品であるとしても共の便が高く世界的に好況時は勿論不暴i氣時代にも酒費されるといふ域には

蓬しない、然も下贋階級の者’は未だ必需品として湘費しない、蝕には奢移品といふ代りに高級温なり

といふことにする。

　生糸は實質的債値及維潴的債態を有し儂格高し、斯る生糸が如何なる纒濟的性質を有するかを以下

槍討しやう。

　高級高なるが故に常用食糧畠の如く生理上の必需品とは異なり需要に弾力性が弧V・。（註7！）帥ち生

糸の償格騰貴するときはその需要量は減少し、下落する時はその需要最は増大する傾向がある。然る

に事實に於ては正に反射の傾向を示す蠣合がある。帥ち磁糸の市便騰貴に向ふとilSt4ふて實需貿或’は思

惑買をするゴ市便が下り坂になると買ふことを手控へる。之は生糸市憤概制力に欲けてゐる爲め騰貴

する時は異常に急激に昂騰するから一刻も早くより安き時に買はんとあせり、卜落するときは鋭角的

に歩むからより安くなる時期を待たんとする心理からなるぺし。戸田博士は生糸の需要の弾力性の弧

ぎことを論ぜられ次の如く巾されてゐるが、事實に照し左程ではない。『生糸の債格を一割引下ぐれば

共需要が二割三割の増力llをなすと云ふが如く、供給増加の割含に債1各下落の不利なしnV。（討六）併乍

需要の弾力性は徴弱ながらあるといはざる可からづ㌔

　次に高級品なる生糸と流行との關係を親やう。柳々流行と直接に關係ある虚の心的傾向を分林する　　，

と、自分より偉いとか秀れたとか美しいと感じて居る薯に從つて行かうとする事大性と、新奇を好む新

愛性とがある。この中慕大性と關係あるものは卓越願望である。（参考書三）卓越願望とは自分は他人

よりも優秀であらんとする願蜷である。之は人類共通の願塁であつて、高級な優れだ人目をひく美し

い衣服を身に餌らんとする願豊もその一つであり、最も通俗の願望である。或・一・人或は一階級が高級

な優秀な美麗なる衣服を身に纒ふや否や上述の事大性に基いて有ゆる階級にその衣服が流行する。概

して流行は上より下に流れる。故に高級なる絹織斗勿が上流階級に位はれると下暦階級にまで流行せん

とする。而して高級なるものを一旦使用せんか、その使用を断つことは却々圏難である。斯る見地よ

りすると生糸の消費從而需要は漸次壇大するであらう。3ぐ3ヒ明の進むに伸れて入類鵬鮒多に傾き或は

挙FIIの時は人心軟弱となり生糸の嗜妨を助長するが如し、斯くして生糸の需要は塘加するであらう。

　然し如何に事大性によりて上より下に流行があつても或る限度がある。此の限界1ま吾入の購翼力が

劃く、即ち高級品を購入せんど瞳がれても購買力が之に俘はねば購入が月1來ない、更に此の限界はよ

り深くより弧く調かれるに至つた。それは人絹の出現であら5。人絹といふ優秀なる代用融1が出來た
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から生糸の需要は非常に制約せられるに至つた。

　爾特筆す可き事は人絹製逝技術の選歩箸しく人絹織物と天絹織物と一・見識別し肯旨はざるに至つた一

事ではあるまいか。

　近來絹織物の節織或は糸轍物が市瘍にて撒迎されるのは．天然絹糸製温と人絹製晶との棍同を避ん

とする傾向の現れであらう、蓋し上述の心理からして高償なる本物の天然絹糸製品を藩用するかちに

は、口立つて他の物と匿別されんことを欲するからである。然し此の天然絹糸の行方は逆であり一一・tu

の敗北である。

　次に生産及溜費の標準化と鷹糸の關係を究めんと思ふ、現代維濟組織及経濟事情の下に必撚的に生

れたのは生産及浩費の標準化である。即ち成る可く多数漕費を日的に標準化されたる1或る可く大量の

生薦をなさんとするに至つた。之の方法は需給爾岩にとつて利釜である。生糸は第一飾に既述せるが

如く粗工業温にして、その生産工程に機械の使用が少いから高度機械による大量生産制の泌用を望み

得ない。併も高贋であるから大衆的溝費を艶み得ない。人絹は生薦に自由性あり、高度磯絨の佼用を

なし、大量生産が可能で標準化が行はれ得る。製品は康債であるから油費も標準化し大衆向である。

天絹は此の鮎に於て時代遅れの商品であるといふて過雷ではあるまv・。戸田博士も現代は亭民の世界

であり、今日の生塵者は安慣なるものを幾りて大多数の雫民階級を相乎とせざる可からざることを夙

に唱導されてゐる。（註七）天絹が時代逓れの商品とすれぱ人絹は實にユnodernな商品である『多く

の大衆は資本家贋の下に於て天絹に劃し萬丈の垂挺を流し乍ら年々生活の窮乏化に迫ひ立てられてゐ

る（中略）人絹は末絹に比し幾多の遜色を持ち乍尚且欝利産業として超飛躍的磯展を遽げるに到つた

その経濟的根糠は胱會の大部分である大衆生活の維濟的條件に基く』（註八）

　上蓮の標準化と關係あることにして着過し得ざる震要なることは現今殆んど有ゆる商品は質より景

に重きを置いて生産さるSに至つたことである。正しく脚ヒ界は既にヨーロツパ的（質）からアメリカ

的（量）へ移つてゐるのだ』（詳九）一般に内的質よPl　S’91’t・ろ低廉にして外槻の美なる物が民衆に撒迎せ

られる。殊に衣服の如きは流行の攣遷が瀕繁なるより低康で外槻の美しい入絹が大衆に向く虞の商品

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・

　　　（露ll－）　中原虎男氏　糊嫌偉考

　　　（言≡1…二：二）　　　Maso】ユ　：　Tlle　American　Silk　Industry　and　the　’Variff．　P．　56

　　　（識三）　製綜紹濟墨　P．「07A

　　　（罰三四）　　The　Silk　Industry　and　Trade・

　　　（識五）肺晦市tC紹濟論叢＋ブ倦ご號養慧業の捌張及改蒋PP・67－68

　　　（謎六）　同　上

　　　（言詫七）　戸田海市氏　　工業紹潴論　　PP・97－99

　　　儒八）慰綜界報四百七＋號喋・醐歓郎氏レイヨンエ業の磯展と止綜麟iの將來

　　　（t・，1…九）室伏高信氏アメリカ期・麟と文明P・37

　　　（塗考霞一）　日本風俗史講座　Fl本服飾史

　　　鰺考書二）マアーシttル恕灘原酷ブ蘇金之助氏課一巻PP・1τ6…177

　　　（謬考書三）　同　」二　P・176

　　　　　　　　　　第三節　生糸は本邦に於て自然的猫占品なり

　リーフマンは狽占の分類をなして自撚的猫占、特許的塑笥占及契約的猫占の三種となす。自撚的猫占と

は白然的條件により稀少なるが爲めに猫占せらるSものなり。氏はその猫占の目的韮」照敦を物財と給

付とに大別してゐるが、蜘こは物財のみを問題とする。その物財としてアスフア7Lト（トリニダツド）、
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モナザイト（ブラジル及印度）等を墨げてゐるが此等の外に智利の硝石、ブラジルの珈琳b日本の天然

樟脂1及鷲糸等があるo

　日本の生糸は世界産額の大傘を占むるに依つて自然的猫占を有するといふても盤支ない。猫占しで

ゐるのであるから生藤制限或は各鍾の保管及出荷制限即供給1髭［1限に依つて生糸市債の統制をなし得る

筈である。故に再度生糸恐慌に際して上述の統制が行はれたが殆んどジ無度蝕に失敗に絡りを告げてゐ

る、失敗の原因は制限の時期或方法等カミ誤つてゐたからにあることありb或は第一節に既に蓮べしが

如く生糸の統制力に歓けてゐることに蹄するあり。術統制休内部以外に外部的の縄濟的耐會的事情で

統制効果が表面に現はれす相殺された鵬合もあらう。兎に角、本質として自然的猫占を有して居る。

　最後に述ぶべ嚢は猫占による統制の効果は筋謂交換封座（註一）によりて本質として猫占力を有す

るとも相違を來し、或は効果がない携合あり、或は効果が著しい傷合もあるととである、米國は織齊

的に断然口本を凌駕してゐる、且日本の生糸は殆んど米國により需要が猫緯されてゐる。而して日本

の生糸市債は米國の需要者に依つて自由に決定或は左右されるといふ交換謝座に於ては供給の自然的

猫占を利用して市債統制を囲らんとするは難事ではあるまいか。

　　　（lf－k－一）リーフマン紹瀦原論第二版宮田慮代藏氏課PP．7JL－2

　　　峯考霧　中央猛縣報百三十八號、生薩制限に關する一般考祭　國民紹濟雑誌　五十巻六翌虎　上田貞次郎氏

　　　　　　　向然的獅占品個格統制　田仁戸貢民　繭生綜の將來　？．164，

　　　　　　　　　　　第四節　生糸は有機的な原始的商品なb

　『近世技術の特色は喬槻的のものを成る可く無磯化するとと之れである、動物や植物からのみ取こつた

材料を鑛物から取るやうになつたり、殊に動植物染料に代A、るに鍍物染料を以てするやうになり人聞

の力に代ふるに磯械の力を以てし農産的原料を代ふるに各種の化畢工業品を以てすること等は皆有機

的のものに代ふるに無機的のものを以てする實刎である』と鵬田醇士は唱へられた。（「，ri．）小嶋精一一

氏も繭田博：ヒと同様な意味で詮力｝れてゐる（註二）（参考害一）。

　斯くの如く工業品は無機化、物質化、丈化の趨勢の現代に於てEII＊t，は有機的tl人格表現的（質的）、

原始的商温である。無機的商献生産は高慶機械の使用。各種科學的技術の慮用により大規模に生濠を

なすが生糸は全く之に反した生産方法をとる、從つて無機的商品よりも生糸の原債は相封的に高い。

　現代の無機化、物質化の世に於ては吾人の趣昧嗜好等がそれに馴1らされて行凄、有機的な貿的な物

の理解が漸次薄らいで行くのである。思想まで機械湖的に物質的になり行くではないか。

　日本人は澁味のある闇色を世界人種中最も遡1解してゐるといふ。（註三）絹の持つ猫li右の光澤、鳴り、

手燭等の極めて微妙なる瓢もよく理解してゐる。斯る天絹の眞慣を知らすして誰かよく大金を抑ひ購

ふものあらうや、併し丈物の交通は圓際的に自由に容易に行はれる今日に於ては1ヨ本特薩の天絹の瑚1

解並に日本の國民性の理解が容易に行はれ得るであらう。然らすんば天絹の地理的販路｛廣張は困難な

らん。

　最後に述べんとするは「［E」に「反」が樹立するのが世の常であるとせぱ物質丈明の所塵なる機械的、

物質的没趣味な物に劃して天絹は正に之に反するものであることは天絹の滑大彊味である。藩し天絹

は既に遠べたる如く非機械的で質的である。

　生糸には東洋文明的な深味がある、数業で計り機械で律し得られぬ深遠さがある。此の特陞…を充分

に獲揮せしめることこそ生糸の活くる路であらう。

　　　（識一）　灘田徳三氏　圃民紹濟講話　P．660

　　　（融二）　日本評論融　魏代紹濟嵯～全集　十六雀　工業政聚

　　　（融三）　朔石國助氏　日本染織史　P．13
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（塗考書一）改越殖ヒ匙護濟畢全集　四・卜三巻　PP，30－32

第五節　生糸の代替性
　舷に代替性とは或る一つの商品が（例へば人絹が）他の一っの商r吊に（例へば生糸に）代川し或は

代り得る牲質をいふのではない♂註一）此塵では上述の如く異種商品闇の代替畠1生ではなくて岡一商品

聞の代替性を指すのである。例を愛襲げて設明すると甲の有する金・一一INと乙、丙、丁等有ゆる人の持つ

金一久とでは相互に代替し得る。甲と乙、丙、丁等が各自の有する金を相手方の金と交換し代替する

は金の内的均質性に基く、自分の持つ金と相乎方が持つ金と内的均質性を有し同便値なることを知つ

てゐるから代替するに何の疑念を起さすに速に交換するであらう。（或る純分を含む一金塊から一久宛

取つたものと假建しての論）金の代替性を利用して貨幣とするのである。上蓮により知られる如く代

替性を有する物は必す内的均質性がなくてはならない。

　さて商品は代替性を有する物程流通性に寓む。代替性に富めぱ速に大量の取引をなすことも出來る

叉速に大最の取引をなす取引所の標準物質取引の目的物となゆ得る。代替性に富むときは取i31所の標

準物が如何なる品質なりやは一般に知悉せられてゐるから取引研の公報する公定相瘍は物債の明瞭な

る基準となり、物質の攣動をiE確に明快に知られる、從つて需要者も供給者も維濟主義に基いて迅速

に自己の行動を取り褐る、斯る商陥は取引所を市傷中心として市蠣範園は棚大するに至る、從つて市

債は時闇塞聞的に湾三準するに至る。斯る布傷を持つ経濟組織こそ吾人の理想である。（参考害一）生糸

は比較的代替性に冨む商品であると云はれ（融二）或は代替性に畜むるから著しく流通性に富むとも

云はれる。（討：三）代替性に富むとはいへ比較的のことである，生糸の氏替性は綿糸にも人絹にも劣

る。生糸は粗工業品にして併も生灘には人力を多分に要するから製品は精巧化され整正されない。同

一工蠣の生産の一梱の中のものと難も内的均質性に歓けてゐる、現物市瘍の最優等格といふ標準物が

如何なる品質のものなりやを確に誰にも制つてゐないといふ様では取引は往々不圓滑になり易いのは

當然である。

　代替性を有すると標ll‘｛化が容易である．而して標準化された商品は第二笛に既に述べし如き利釜あ

る外費買取引に便利あり且標4‘ミ化せら血ざるものに比し、多少高償にても販賛し得る利釜等がある。

（融四，察考書二二）　　　t

　イ『嚇性を持つ商吊は國内或は國際カルテル或はトラストの實現が容易である。代替性に歓けてゐる

生糸はこの黒占に於ても不利である。（註五）蓋。し工傷により非常に晶質‘が相違する如き現歌では優秀な

生糸を産するコニ瘍と然らざる工膓との協同は難事であるからである。

　幾侮學上の整正なる形休は快感の劃’照となる。何んとなればその把捉が甚だ高度に精刺の本性中に

於ける傾向に適合するからである。而して玄玄に整正とは一つの金体、部分、要素、容欺の調和の謂であ

る。松かさ、パイナツプル、サボテンの刺毛等の護生律は實に整然とした体系であり、孔雀の翼翅の

放射線朕の美、グラジオラスの漣績の美等は何れも陶然界が有する整一一の形に關する生存美である。

さて生糸の代赫性の素因たる内的均質性帥整IEに就て考察すると脚親i美を整正せる絹靴下に依つて完

金に表現せんとするとき生糸の糸條斑の重要性を自つと知り得られる，t浩し製糸工業に於て高度機械

の使用あらば製陥は極めて精巧化され整正され從つて叉代替性が強くなる。表面挙滑なる奨しき絡物

も斯る糸により始めて織出さる。（謬考轡三）

　　　（融一）　阿部嘉・殿氏　）Tglrll人絹コニ業の將來　P．虹　P．43等には此の意昧で用ひられてゐる。

　　　（“i三二）　干倉書房　商墨全集　十二巻　幅田敬太郎氏　市揚論　P，36

　　　（註三）il映鐡綜報百三一・1’六號林蓮水氏h國製綜業者に倣す

　　　（註四）　干倉書房　商雄登集　一卜四巻　小林行昂氏　費買論　P．147
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（i註五）　土方成美氏　日塞紹瀦研究　PP，80－s1

（塗考書一）　前掲　市揚論

（蓼考書二）　リツプス　爽學大系　糟垣末松氏課　　　宮」ド孝雄氏　装飾構威のTfl：究

　　　畳見公耐f氏　世界人造絹糸工業rl富朝比奈晃十氏の工業化単會臨時講演會の｝紅二

　　　　　　　　　　　　第六節　　市慣統制力の鉄くる商品なb．

　自山競前をする無政府的な生産制は破れて現代は企業の集中による大資本の猫占形態が現れ市偵を

統制するやうになつた。『凡そ工業は統制力を有しなければ安定し嚢達し得るものではないのである。

市携穫濟の動鋸に支配されてゐたのでは工業の安定獲逡は塾めぬのである。現に日本では安定し喪逮

しつ曳ある工業になると皆市瘍i脛濟の動揺を逆に1銃制し市慣の動揺は市傷に韓嫁しつSある。紡績業

の如きはその一例である、（中略）製紙業が上巳較的に安定してゐるのも製紙會肚が三、四に集中し原料

著蜀占をなしうるに至れる爲めなるを見ても分るではないか』（tS．一一一一）

　抑々市債はiE當なる傷合に生糸の需給の数量的關係によつて攣動するのであるが、既に述ぺたるが

如く生糸は農業的原始的商温でその生産は自然の支配を受け季節により年により増減して安定性がな

い。從而供給は攣動して止まない。故に需要が恒常であつても市偵は動拙する謁であるo併乍殴界の

生糸塵額の大傘を占むる日本に於てはその原料たる繭の牧穫量はやS幾分の規則的漸増はあつたが安

定して來たのである。其の原因は養罐技術の逡渉による違獄の減少、養獄地域の横大及普遍化によつ

て自然的人爲的或る地方の牧健の減はそれを他地方が補はれるといふにあり、i次に需要方面を考察す

ると或る論者の如く生糸は必需品化したとせぱ需要に安定性があるとも謂ひ得らる。然れども生糸は

米國の需要猫占に騰し米國といふ一國の経潴的肚會的攣化によつて需要に大なる仲縮を惹起すること

は明白である。斯くして需要に安定性がない。從而正常の峙に供給が攣りなくとも市贋は動揺する。

魍去に於て市偵は米國の需要者側の事欣で動揺してゐる（註二）以上の如く主として数量的方面の需

給關係に困る市便の動揺以外に既に虞々に於て蓮べしが如く市便は動揺常なく併も動揺率比較的大で

ある。

　以下蓮ぺんとするは、市便統制を行ふ爲めの生産及供給の制限に就いてである。生糸はその生慶及

供給の無統制なるが爲め市慣の統制は殆んど不可能である。先づ生産及供給の制限の困難なることを

究めやう、生糸の原料たる繭の生産を見ると。

　（1＞群小多数の農家が養獄を各地に遍く行ふから協定による生産制限は濁難なるこ．と。

　②　養鷲を刷業として行ふから損をしつSも績行する。

　（3）桑樹ぼ長根のもので堀込植込が自由でないこと，桑葉は養鷲しないときは徒に落葉して了ふか

ら損失をしながらも養灘を績けしめる瘍合が多い。

次に生糸の生塵及供給を見ると之も亦制限には大なる困難が存するを知る。

　先づ生産方面から見やう。

　（1）上述によりては生産されπ繭は生糸にするより外に用途がないから殆んど壼部生糸となるより

制限は困難である。’

　（2）生糸は群小製糸工瘍に於て生凌されてゐるから協定は容易でな㌔（こと。

　（3）生糸は既述せる如く代替性に欠けてゐるから協定は困難であること、。

（4）生産に人力を多く要するから協定して生産設備の制限をするも能率の増進により無効になり易　，

いことo

　次に供給方両から兇ん。

①製糸業は小資本鰹螢の工業が多く耐久力がなv、こと從つて1｛1荷llil1限は困難である、
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（2＞製糸業に於てはSI三産系統と版費系統とが分離してゐる爲め商人は利已心にて製糸家に損失を蒙

らしむる行動をなしかねなV・。

（3）生糸の保存性が鯨舅易なため保管を長年月することが禺來なV・。

　　（註一）　改遣靴　紹潴壌粂集　四十二巻　勝田貞次氏　日本鷹業と企業　PP．223－224

　　　（言ヒご）土方威美氏F体維沸のvr・究」港PP．64－75　帥峨氏繭生綜の將楽P・16S

　　　興仙峯考書　改造靴　紹濟學全集　繭十二巻　早川直瀬氏　慰藁組濟　　　＝コノミスT・　第入年十一號

結　　　　　論

　以上の外生糸の保存性及蓮搬｛猛に就いても論ぜなければならなv・のであるが雀略した。要之、生糸

の経漕的性質を大略説明し碍たと思ふ。各蔀に就て生糸の｛映貼を率直に指弥肇するに聴躇しなかつた。

生糸は商品としてその市傷性を次銘に奪はれて行くのではなきやを疑ふ渚である。早川博士が其の著

書製綜経濟墾570頁に於て「前二表に示せる如く、生糸の贋格は過去六七十年間殆んど大なる差異な

かりしは寧ろ奇異なる感なくんぼあらす』と驚かれ、倫比較的低廉なることを述べられてゐる事を吾

入は何んと考ふるか。叉昨年來の殺人的安値を何んと見るか。輿ふる者は輿へられるといふに非す

や，然らば砦し生糸が實質的及縄濟的債値を有し｛jlも大衆の要求する庭に合致するものならばその貢

献の程度丈けの市債を患まれねばならぬに上蓮の如く比較的安きは此塵に何等かの不合理なしと離が

云ひ得やう、私は此r1）研究に依つて一つの暗示を得たのを幸と思ふ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和六’年七月十五日受理）

種凌なる絹の各種形態の窒素の分布に就きて

井　陶上　　　柳　　　梧

坂　　本　　孝　　子

　1　各種の絹綜類のアミノ酸組成に就きては巳に多数の研究によりて典組域も大休に於て明かなる

に到れり。著者が已に獲表（東京化塵魯誌　第三六帳　第ニニ頁及同誌第三九映三〇一頁）したるが

如く是等絹綜のアミノ酸組成はglycocoll，　alanine及Myrosil〕eに著しく富みて居砂其他のアミノ

酸は其含量が少いが然し野獄糸甜こ於ては梢共組域を異にし家澱縣に多量に含有せられて居る。是等の

三つのアミノ酸は共量多からすして他のアミノ酸類が塘加して居るのである。

　絹を構成せる各種窒素化合物の窒素の形態に就きても巳に研究せられたる庭あり。著者等は各種の

絹を得る機會を得たるを以て楚等絹綜類に於ける各種形態の窒素の分窃を決矩し更に家獄のFibrQin

及Sel’iciuの窒素の分布と比較する窮を得たのである。訳ぎに共大要を罷す。

　II欝　　瞼
　實駿に供したる物は次の如くである。

　　樗　獄　（A七七aGus　Cyn七hia）

　　牛’1三　　翻　　 （An七1）erae　rk　：1≡）erni）

　　天　　　諸tl’fi’i　　（＿A」lltlユeコじεしeεし　：1「aし1nεし11ユεLi）


